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合同地震観測データを用いた跡津川断層周辺の 3次元地震波減衰構造

Three-dimensional seismic attenuation structure around Atotsugawa fault, central Japan
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はじめに： Niigata-Kobe Tectonic Zone[宮崎・他 (1998)，鷺谷・他 (1999)，Sagiya et al.(2000)など] 内にある跡津川断
層系は、日本で最も活動的な活断層系であるため、同構造帯における極めて重要な歪集中・開放の場であり、同断層周
辺域は内陸プレート深部の不均質構造についての研究を行うのに最適なフィールドであると考えられている。このため、
跡津川断層周辺の 100km四方の地域において歪集中帯大学合同地震観測が実施され [歪集中帯大学合同地震観測グルー
プ,2005]、空間分解能の高い地下構造の推定が可能となった。Q値は波の減衰の度合いを表す物理量であり、地下の物性
のわずかな違いにより値が大きく変化するため、Q値構造を明らかにすることによって地下の状態をより詳細に推定す
ることが可能である。断層下の深部構造推定には浅部および深部で発生した地震を使ったトモグラフィーが有効である
が、地下浅部の強い減衰の効果が深発地震の分解能を悪くするため、より正確な深部構造推定には地表近傍の詳細な減
衰構造を求める必要がある。本研究では、歪集中帯大学合同地震観測により得られた跡津川断層を含む中部地方北部エ
リアで発生した自然地震の波形データを使用し、震源パラメータと Q値の同時インバージョン法 [Tsumura et al.(2000)]
により、同地域における地下浅部の Q値構造推定を行った。
データおよび解析法：インバージョンに用いたデータは 2005年 11月～2006年 12月に同地域の 152観測点で得られた

45km以浅で発生し M1.5以上である 84個の地震の P波スペクトルである。インバージョンを行うために、地震波形験
測支援システムWIN[卜部・束田 (1992);卜部 (1994)など] を用いて地震波形の P波・S波初動および P波初動極性を手
動で読み取り、この地域で震源決定に用いられている地震波速度構造 [Kato et al.(2006)]を使用して震源の再決定を行っ
た。次に、震源再決定された地震の波形データから P波到着後 0.8秒間の速度波形を切り出し FFTにより速度スペクト
ルを計算した。最終的にインバージョンに使用した P波の速度スペクトルの総数は 3299個である。インバージョンで
は震源スペクトルがω 2モデルに従うものと仮定し、観測スペクトルと理論スペクトルの自然対数の残差 2乗和が最小
となるように震源パラメータとQ値を決定する。解析地域内のQ値を一様とみなす領域（ブロック）を水平方向では東
西方向には 12～22km、南北方向には 16～33kmの幅で、波線の密な領域ほどせまくなるように設定し、鉛直方向では標
高-1.5km,-5km,-11kmの深さで区切り、Q値は周波数に依存しないものとして計算を行った。
結果および考察：第 1層 (地表～-1.5km)はおもに砂岩、泥岩の付加体からなる美濃帯の分布する地域が相対的に低Q、

おもに深成岩、変成岩類が分布する飛騨帯および領家帯の地域が高Qであると推定された。また、すべての層において飛
騨山脈下は低Qである。跡津川断層周辺域では第 1層がやや低Q、第２層 (-1.5～-5.0km)が高Q、第３層 (-5.0～-11.0km)
が低 Qであり、断層系の両端は周囲に比べて低Qな領域であるという結果となった。震源分布との比較では、地震の震
源は低Q域に分布し、高Qにはほとんど分布しないという傾向が見られ、低Qな領域と微小地震の震源分布に関わりが
あることを示唆すると考えられる。


